
ॕ
日
ͷ
೩
΍
せ
Δ
͝
Έ
ͷ
ऩ
ू

月

日（
水
・
勤
労
感
謝
の
日
）＝

11

23

収
集
し
ま
す
。

問̝

廃
棄
物
減
量
推
進
課
緯

・
2
4
2
8

32

དྷ
೥
෼
ͷ
͝
Έ
ା
ߪ
ೖ
ิ
ॿ
݊
ൃ
ૹ

月
下
旬
～

月
下
旬
に
、
桃
色
の

11

12

定
形
封
筒
で
世
帯
主
あ
て
に
発
送
し

ま
す
。
届
い
た
ら
補
助
券
の
枚
数
を

ご
確
認
く
だ
さ
い

※
本
年
分
の
補

助
券
も
引
き
続
き
使
用
で
き
ま
す
。

問̝

廃
棄
物
減
量
推
進
課
緯

・
2
4
2
8

32

݄
͸
ࠃ
ຽ
݈
߁
อ
ݥ
੫
ୈ
�
ظ

෼
ͷ
ೲ
෇
݄

忘
れ
ず
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

納
め
忘
れ
が
な
く
、
便
利
な
口
座
振
替
、

納
税
組
合
の
ご
利
用
を
。
保
険
税
を

滞
納
す
る
と
、
保
険
証
の
有
効
期
限
が

短
く
な
る
場
合
や
、
特
別
な
事
情
が
な

い
の
に
長
期
滞
納
が
続
く
と
滞
納
処

分
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問̝

保
険
料
課

೥
຤
ௐ
੔
༻
ͷ
֤
छ
ೲ
෇
ֹ
֬
ೝ
ථ

各
種
納
付
額
の
確
認
が
必
要
な
人

に
納
付
額
確
認
票
を
交
付
し
ま
す
。

【
国
保
税
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
】

保
険
料
課
、
市
民
税
課
、
各
支
所
・
行

政
セ
ン
タ
ー
で
交
付

【
介
護
保
険
料
】長
寿
社
会
課
、
保
険
料

課
、
各
支
所
・
行
政
セ
ン
タ
ー
で
交
付

問̝

保
険
料
課

ฏ
੒

೥
෼
೥
຤
ௐ
੔
આ
໌
ձ

時̝

場̝

月

日
、
江
迎
地
区
文
化
会

11

15

館
▽

月

日
、
ア
ル
カ
ス
S
A
S
E

11

16

B
O

※

時

分
～

時

分

13

30

15

30

問̝

佐
世
保
税
務
署
緯

・
2
1
6
2

22

ࠃ
ຽ
೥
ۚ
อ
ݥ
ྉ
ͷ
߇
আ
ূ
໌
ॻ

平
成

年
中
に
国
民
年
金
保
険
料

23

を
納
付
し
た
人
に「
社
会
保
険
料（
国

民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」が
、
11

月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
本
部
か
ら

送
付
さ
れ
ま
す
。
年
末
調
整
や
確
定

申
告
の
際
、
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け

る
場
合
に
必
要
で
す
。
家
族
の
保
険

料
を
納
付
し
た
場
合
も
、
本
人
の
控
除

に
加
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
家

族
あ
て
の
控
除
証
明
書
を
添
付
し
て

申
告
を

※
こ
と
し

月
1
日
以
降

10

に
初
め
て
保
険
料
を
納
付
し
た
人
に

は
、
来
年
2
月
上
旬
に
送
付
し
ま
す
。

問̝

佐
世
保
年
金
事
務
所
緯

・
1
1
8
9

34

ࠃ
อ
ͷ
ม
ߋ
ಧ
͸

日
Ҏ
಺
ʹ

国
保
の
加
入
手
続
き
が
遅
れ
る
と
、

さ
か
の
ぼ
っ
て
国
保
税
を
納
め
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
ほ
か
の
健
康
保
険

に
加
入
し
て
も
、
国
保
を
や
め
る
手
続

き
を
し
な
い
と
国
保
税
が
引
き
続
き

請
求
さ
れ
ま
す
。
世
帯
主
が
医
療
保

険
課
、
各
支
所
・
行
政
セ
ン
タ
ー
で
手

続
き
を

※
国
保
を
や
め
る
と
き
は

必
ず
保
険
証
を
返
還
し
て
く
だ
さ
い
。

問̝

医
療
保
険
課

ܟ
࿝
ύ
ε
ɾ
෱
ࢱ
ύ
ε
ͷ
ߋ
৽

【
更
新
】誕
生
日
を
迎
え
る
月
に
、
本
人

が
パ
ス
券（
福
祉
パ
ス
は
身
障
・
療
育
・

精
神
手
帳
も
）を
市
営
・
西
肥
バ
ス
の

指
定
窓
口
に
持
参
し
て
手
続
き
を
。

【
新
規
・
紛
失
】本
人
が
印
鑑（
福
祉
パ

ス
は
手
帳
も
）を
持
っ
て
担
当
課
、
各

支
所
・
行
政
セ
ン
タ
ー
へ

※
紛
失
は

再
発
行
時
に
手
数
料
が
必
要
。

問̝

健
康
づ
く
り
課（
敬
老
パ
ス
）

問̝

障
が
い
福
祉
課（
福
祉
パ
ス
）

౔
஍
ɾ
Ո
԰
ʹ
ؔ
͢
Δ
ਃ
ࠂ

【
住
宅
用
地
の
申
告
】居
住
用
家
屋
の

敷
地
に
か
か
る
固
定
資
産
税
は
特
例

措
置
で
税
が
減
額
さ
れ
ま
す

対̝

家

屋
の
新
築
や
取
り
壊
し
、
改
築
な
ど
を

行
っ
た
場
合

【
現
有
申
告
】̝
対

土
地
・
家
屋
の
所
有
者

が
死
亡
し
、
そ
れ
を
現
実
に
所
有
す
る

こ
と
に
な
っ
た
人（
法
務
局
で
相
続
登

記
を
し
た
人
を
除
く
）

【
家
屋
滅
失
申
告
】̝
対

家
屋
の
一
部
ま

た
は
全
部
を
取
り
壊
し
た
人（
災
害
な

ど
を
含
む
）

手̝

い
ず
れ
も
資
産
税
課
へ

問̝

資
産
税
課

த
খ
ا
ۀ
ୀ
৬
ۚ
ڞ
ࡁ
੍
౓
ͷ
׆
༻
Λ

①
国
か
ら
の
助
成
が
あ
り
、
掛
け
金
も

全
額
非
課
税
扱
い
で
す
②
市
か
ら
従

業
員

人
以
下
の
企
業
に
、
従
業
員
1

15

人
当
た
り
月
額
千
円
を
1
年
間
助
成

し
ま
す

※
詳
し
く
は
お
尋
ね
を
。

問̝

①
中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

緯
0
3
・
3
4
3
6
・
0
1
5
1

問̝

②
産
業
振
興
課

�
日
ܦ
Ӧ
υ
ỽ
άớ
ཁ
༧
໿
Ờ

時̝

平
日
場̝

佐
世
保
商
工
会
議
所
内̝

中

小
企
業
者
の
経
営
、
開
業
に
関
す
る
相

22

時̝ =とき、̝場 =ところ、̝内 =内容、̝対 =対象、̝料 =料金、̝定 =定員、̝申 =申し込み、̝手 手続き・提出、̝〆 =締め切り、̝問 =問い合わせ

ࢢ
໾
ॴ
֤
՝
ỏ
த
ԝ
อ
݈
෱
ࢱ
η
ϯ
λ
ồ
΁
͸

୅
ද
൪
߸
緯

ɾ
�
�
�
�
͔
Β
͓
ͭ
ͳ
͗
͠
·
͢

24

時

談
に
中
小
企
業
診
断
士
、
司
法
書
士
な

ど
が
ア
ド
バ
イ
ス
申̝

電
話
で
佐
世
保

商
工
会
議
所
、
佐
世
保
市
北
部
商
工
会
、

宇
久
町
商
工
会
へ

※
相
談
無
料
、
会

員
以
外
の
人
も
利
用
で
き
ま
す
。

問̝

佐
世
保
商
工
会
議
所

緯

・
6
1
2
1

22
問̝

佐
世
保
市
北
部
商
工
会

緯

・
2
1
3
9

64
問̝

宇
久
町
商
工
会

緯
0
9
5
9
・

・
2
1
6
3

57

ୈ

ճ
ਓ
ݖ
ि
ؒ
ͷ
ಛ
ઃ
ਓ
ݖ
૬

ஊ
ॴ
開
ઃ

時̝

月

日

～

時
場̝

南
・
広
田
・

11

24

10

15

相
浦
地
区
公
民
館
、
世
知
原
・
小
佐
々

行
政
セ
ン
タ
ー
、
吉
井
・
江
迎
地
区
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
歌
ヶ
浦
公
民
館

（
鹿
町
町
歌
ヶ
浦
）̝
内

家
庭
内
や
夫
婦

間
、
相
続
、
職
場
、
近
隣
間
の
問
題
な

ど
の
相
談

※
相
談
無
料
、
秘
密
厳
守
。

問̝

長
崎
地
方
法
務
局
佐
世
保
支
局

緯

・
4
8
5
0

24
ग़
ு
ঁ
ੑ
૬
ஊ
ࣨ

時̝

月

日
9
～

時
場̝

ス
ピ
カ
内̝

11

26

16

女
性
相
談
員
に
よ
る
悩
み
相
談
対̝

女

性

※
相
談
無
料
、
秘
密
厳
守
。

問̝

人
権
男
女
共
同
参
画
課

緯

・
6
1
8
0（
相
談
専
用
）

24
緯

・
3
8
2
8（
当
日
連
絡
用
）

23
େ
ֶ
౳
৽
ଔ
ऀ
ɾ
ए
೥
ऀ
߹
ಉ
ا
ۀ

໘
ஊ
ձ

時̝

月

日

～

時
場̝

体
育
文
化

11

15

13

16

館
対̝

来
年
3
月
に
大
学
、
大
学
院
、
短

大
、
高
専
、
専
修
学
校
、
能
力
開
発
校

を
卒
業
予
定
の
人
、
歳
以
下
の
求
職

39

者

※
申
し
込
み
不
要
。

問̝

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
佐
世
保

緯

・
2
0
0
7

88
ฏ
੒

೥
੒
ਓ
ࣜ
య

対̝

平
成
3
年
4
月
2
日
～
4
年
4
月

1
日
に
生
ま
れ
た
人
時̝

1
月
8
日
12

時（

時
開
場
）̝
場

ア
ル
カ
ス
S
A
S

11
E
B
O

※

月
上
旬
に
案
内
状
を

12

送
り
ま
す
。

問̝

社
会
教
育
課

ฏ
੒

೥
৽
೥
ަ
׻
ձ

時̝

1
月
4
日

時
場̝

ホ
テ
ル
万
松
楼

11

（
谷
郷
町
）̝
料

千
五
百
円
申̝

月
1
～

11

日
に
会
費
と
名
刺
を
添
え
て
佐
世

30保
商
工
会
議
所
へ

問̝

秘
書
課

問̝

佐
世
保
商
工
会
議
所

緯

・
6
1
2
1

22
໷
ؒ
࿙
ਫ
ௐ
ࠪ
ʹ
͝
ڠ
ྗ
Λ

水
道
管
の
漏
水
調
査
は
わ
ず
か
な

漏
水
音
を
聞
き
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
た
め
、
車
両
の
騒
音
や
水
道
の
使

用
が
少
な
い
深
夜
に
区
域
を
決
め
て

実
施
し
て
い
ま
す
。
漏
水
の
早
期
発

見
と
道
路
陥
没
な
ど
の
二
次
災
害
の

防
止
の
た
め
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問̝

水
道
事
業
課
緯

・
1
1
5
1

24

23

次

女性の人権ホットライン強化週間

夫やパートナーからの暴力、ストーカー行為、職場
でのセクシュアル・ハラスメントなど、一人で悩ま
ずに電話でご相談ください。
電話番号 0570-070-810（全国共通）
時̝11月14～20日
平日8時30分～19時、土・日曜10～17時

問̝長崎地方法務局佐世保支局総務課 緯24-4850

前回の式典の様子

させぼエコツーリズム ガイド養成講座

内̝佐世保の地域資源である自然、歴史、文化、生活
などが持つ魅力を観光客に伝えるガイドを養成
する講義、実習など
※すべての講座を受講した人は、NPO法人自然
体験活動推進協議会（CONE）が認定する「CO

コーン

NEリーダー」の資格が取得できます。
対̝ガイドとして活動できる佐世保市民で、すべての
講座を受講できる人

料̝2000円 定̝20人（応募多数の場合は抽選）
申̝電話で企業立地・観光物産振興局へ 〆̝11月16日
問̝企業立地・観光物産振興局

場 所日 程

くっけん広場
（旧親和銀行京町支店）

11月26日10:30～19:00

11月27日10:00～16:00

佐世保青少年の天地12月33日99:30～16:30

12月44日99:30～16:00

自然や歴史、文化などの地
域資源を観光に生かした旅
のあり方「エコツーリズム」。
本市ではエコツーリズムの
体験プログラムやツアーの
企画、案内を行うガイドの
養成講座を実施します。

日程と場所（全4回）



ࢢ
੓
࠙
ஊ
ձủ
͓
͡
Ỵ
·
͠
·
Ỗ

͢
ʂ
ࢢ
௕
Ͱ
͢
Ứớ

݄
開
催
෼
Ờ

時̝

場̝

日
、
針
尾
地
区
公
民
館
▽

15

29

日
、
南
地
区
公
民
館

※

～

時

14

16

問̝

市
民
生
活
課

৽
ੜ
׆
໳
দ
Χ
ồ
υ
ͷ
͝
ར
༻
Λ

正
月
ら
し
い
絵
と
文
字
が
印
刷
さ

れ
て
い
ま
す
。
正
月
の
玄
関
飾
り
に

ど
う
ぞ

料̝

2
枚
1
組

円
申̝

月

50

12

日
ま
で
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ

22※
各
支
所
・
行
政
セ
ン
タ
ー
で
も
購
入

で
き
ま
す
。

問̝

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
緯

・
2
5
9
2

22

ಓ
࿏
҆
શ
ͱ
ಧ
͚
ग़
ͷ
͓
ئ
͍

市
道
の
照
明
灯
が
消
え
て
い
る
と

き
師
土
木
政
策
・
管
理
課
へ
連
絡
を
▽

市
道
に
穴
が
開
い
て
い
る
と
き
師
道

路
維
持
課
へ
連
絡
を
▽
市
道
の
占
用

（
足
場
や
看
板
の
設
置
な
ど
）、
河
川
の

占
用（
橋
の
設
置
な
ど
）、
市
道
の
改
造

（
乗
り
入
れ
口
の
歩
道
切
り
下
げ
な

ど
）師
土
木
政
策
・
管
理
課
へ
届
け
出
を

問̝

土
木
政
策
・
管
理
課
、
道
路
維
持
課

Ӭ
ٱ
બ
ڍ
ਓ
໊
฽
ỏ
ࡏ
֎
બ
ڍ
ਓ
໊

฽
Λ
͝
ཡ
͘
ͩ
さ
͍

時̝

月
3
～
7
日
8
時

分
～

時

12

30

17

場̝

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局（
土
・
日

曜
は
市
役
所
1
階
・
管
理
員
室
）̝
対

永

久
選
挙
人
名
簿
師
平
成
3
年

月
2

12

日
ま
で
に
生
ま
れ
、
こ
と
し
9
月
1
日

ま
で
に
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ

た
人（

月
1
日
現
在
で
調
べ
、
新
た

12

な
有
資
格
者
を

月
2
日
に
追
加
登

12

録
し
ま
す
）▽
在
外
選
挙
人
名
簿
師
20

歳
以
上
の
日
本
国
民
で
国
外
へ
住
所

を
移
し
た
人（
ほ
か
に
条
件
あ
り
。
同

委
員
会
に
申
請
が
あ
っ
た
人
を
随
時

登
録
）

問̝

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

೶
ۀ
ҕ
һ
ձ
ҕ
һ
ͷ
બ
ڍ
ਓ
໊
฽

ొ
ࡌ
ਃ
੥
ॻ
ͷ
ఏ
ग़
Λ

来
年
1
月
1
日
現
在
で
名
簿
を
作

成
し
ま
す
。
前
回
登
録
し
た
人
に
は

月
上
旬
に
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
。

11今
回
新
た
に
登
録
す
る
人
は
、
選
挙
管

理
委
員
会
事
務
局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い

対̝

平
成
4
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
市
内
在
住
者
で
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
人
師
①
千
釈（

ア
ー

10

ル
）以
上
の
農
地
を
耕
作
し
て
い
る
農

業
経
営
者
②
農
業
経
営
者
と
同
居
し

て
い
る
親
族
ま
た
は
そ
の
配
偶
者（
内

縁
を
除
く
）
③
千
釈
以
上
の
農
地
を
耕

作
し
て
い
る
農
業
生
産
法
人
の
組
合

員
、
社
員
ま
た
は
株
主

※
②
③
は
年

間
お
お
む
ね

日
以
上
耕
作
に
従
事

60

し
て
い
る
人
手̝

組
合
加
入
者
＝

月
12

5
日
ま
で
に
各
農
協
営
農
組
合
長
へ

▽
非
組
合
加
入
者
＝

月

日
ま
で

12

20

に
農
業
委
員
会
事
務
局
、
各
支
所
・
行

政
セ
ン
タ
ー
へ

問̝

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

ࠤ
ੈ
อ
ֶ
Ԃ
ͷ
ื
ू
ࢀ
؍

時̝

月
3
日

時
～

時

分
場̝

佐

12

10

11

30

世
保
学
園（
大
塔
町
）̝
内

同
学
園（
少
年

院
）で
の
矯
正
教
育
を
紹
介
定̝

人
料̝

30

無
料（
昼
食
の
試
食
は
三
百
円
）̝
申

往

復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性

別
、
電
話
番
号
、
昼
食
の
試
食
の
有
無

を
書
い
て
同
学
園（
〒
8
5
7
の
1
1

6
1
、
大
塔
町
1
2
7
9
番
地
）へ
〆̝

月

日

11

22

※
未
成
年
者
は
保
護
者
同
伴
が
必
要
。

問̝

佐
世
保
学
園
緯

・
8
2
7
7

31

ฦ
ࡁ
ͱ
Ո
ܭ
ͷ
ແ
ྉ
૬
ஊ
ձ

時̝

月

日
9
時
～

時

分
場̝

長

11

22

16

30

崎
財
務
事
務
所
佐
世
保
出
張
所（
木
場

田
町
・
佐
世
保
合
同
庁
舎
）̝
内

キ
ャ
ッ

シ
ン
グ
、
ロ
ー
ン
な
ど
返
済
の
悩
み
相

談
に
、
電
話
か
面
談
で
応
じ
ま
す

※
面
談
は
電
話（
0
9
2
・
4
1
1
・

7
2
9
1
）で
事
前
予
約
が
必
要
。
秘

密
厳
守
。

問̝

長
崎
財
務
事
務
所
佐
世
保
出
張
所

緯

・
3
1
8
5

23
ݝ
๺
τ
Ϩ
ồ
χ
ϯ
ά
ࣨ
ͷ
͝
ར
༻
Λ

時̝

9
時
～

時

分（
年
末
年
始
を
除

20

40

く
）̝
場

県
北
振
興
局
天
満
庁
舎
・
4
階

料̝

高
校
生
1
回
二
百
円
、
一
般
1
回

四
百
円（
入
会
金
・
手
数
料
な
し
）

問̝

県
北
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

緯

・
0
0
1
0

23
ฏ
੒

೥
౓
ୈ
�
ظ
ެ
Ӧ
ॅ
୐
ۭ
͖

Ո
ิ
ॆ
ೖ
ډ
ऀ

【
市
営
】用
紙
配
布
師

月
9
日
か
ら

11

24

時

平成23年度歯の健康優良高齢者コンテスト
（8020コンテスト）入賞者発表

80歳を超えても自分の歯が20本以上ある人を表
彰する「歯の健康優良高齢者コンテスト」を、9月
7日に中央保健福祉センターで開催しました。24
人が出場し、上位7人を表彰しました。
【金賞】山下律子【銀賞】甫立一郎【銅賞】宮島サエ子
【特別賞】佐世保市長賞・園川フク子、佐世保市歯
科医師会長賞・岸川チサト、新人賞・野村鈴江、
長崎県歯科医師会長賞・中尾ツギ子（敬称略）
問̝健康づくり課

住
宅
課
、
各
支
所
・
行
政
セ
ン
タ
ー
へ

申̝

月

～

日
に
市
役
所
1
階
・
イ

11

16

18

ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
で

※
行
政
セ
ン

タ
ー
管
内
の
住
宅
は
行
政
セ
ン
タ
ー

で
も
受
け
付
け
ま
す（
宇
久
行
政
セ
ン

タ
ー
は
旧
佐
世
保
市
内
の
住
宅
も
受

け
付
け
ま
す
）。

【
県
営
】
用
紙
配
布
師

月

日
か
ら

11

25

住
宅
課
、
各
支
所
、
県
住
宅
供
給
公
社

佐
世
保
事
務
所（
天
満
町
）で
申̝

月
12

2
～
5
日（
土
・
日
曜
含
む
）に
県
住
宅

供
給
公
社
佐
世
保
事
務
所
で

問̝

住
宅
課（
市
営
分
）

問̝

県
住
宅
供
給
公
社
佐
世
保
事
務
所

緯

・
9
6
1
2（
県
営
分
）

22
ࣗ
Ӵ
׭

内̝

①
高
等
工
科
学
校
生
徒
②
自
衛
官

候
補
生（
男
子
）̝
申

①
推
薦
師

月
12

16

日
ま
で
▽
一
般
師
来
年
1
月
6
日
ま

で
②
随
時

※
詳
し
く
は
お
尋
ね
を
。

問̝

自
衛
隊
長
崎
地
方
協
力
本
部
佐
世

保
出
張
所
緯

・
1
2
3
1

23

҆
શ
ɾ
҆
৺
ॅ
·
͍
ͮ
͘
Γ
ࢧ
ԉ
ࣄ
ۀ

市
に
申
請
す
る
耐
震
診
断
、
耐
震
改

修
計
画
策
定
、
改
修
費
の
一
部
を
助
成

し
ま
す

内̝

助
成
額
＝
耐
震
診
断
師

自
己
負
担
額
一
万
五
千
円
▽
改
修
計

画
策
定
師
費
用
の
3
分
の
2（
上
限
七

万
円
）▽
改
修
費
師
費
用
の
4
分
の
1

（
上
限
三
十
万
円
）̝
対

昭
和

年
5
月

56

日
以
前
に
市
内
に
建
設
さ
れ
た
一

31戸
建
て
木
造
住
宅
で
、
住
宅
の
所
有
者

が
居
住
中
の
も
の
申̝

申
込
書
に
必
要

書
類
を
添
え
て
建
築
指
導
課
へ
〆̝

11

月

日

※
申
込
書
は
建
築
指
導
課
で

30
配
布
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
。

問̝

建
築
指
導
課

ී
௨
ٹ
໋
ߨ
श
ᶗ

時̝

月

日
9
～

時
場̝

消
防
局
3

11

27

12

階（
平
瀬
町
）̝
内

心
肺
蘇
生
法
、
止
血

法
、
A
E
D（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

の
取
り
扱
い
な
ど
対̝

中
学
生
以
上
料̝

無
料
定̝

先
着

人
申̝

月

～

日

30

11

16

26

に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス（

・
4
1
1
9
）

24

で
中
央
消
防
署
へ

※
電
話
受
け
付

け
は
8
時

分
～

時

分
。

30

17

15

問̝

中
央
消
防
署
緯

・
7
6
2
1

24

問̝

消
防
局
警
防
課
緯

・
2
5
9
8

23

ڷ
౔
࢙
ମ
ݧ
ߨ
࠲
ୈ
�
ճủ
ࠤ
ੈ
อ

ͷ
ಎ
݀
Ҩ
੻
୳
ݕ
Ứ

時̝

月
3
日
9
～

時
場̝

福
井
洞
窟
、

12

16

泉
福
寺
洞
窟
、
岩
下
洞
穴
な
ど

※
9

時
に
佐
世
保
駅
前
集
合
対̝

小
学
3
年

生
以
上
料̝

大
人
千
円
、
小
学
生
五
百

円
定̝

人
申̝

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、

30

年
齢
、
電
話
番
号
を
電
話
か
は
が
き

（
〒
8
5
7
の
8
5
8
5
・
住
所
不
要
）、

フ
ァ
ク
ス（

・
9
6
8
2
）、
E
メ
ー

25

ル（syakai@
city.sasebo.lg.jp

）

で
社
会
教
育
課
へ
〆̝

月

日

11

25

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

問̝

社
会
教
育
課

さ
せ
ぼ
உ
ঁ
ڞ
ಉ
ࢀ
ը
η
ϛ
φ
ồ

【
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

時̝

月

日

～

時
場̝

ス
ピ
カ
内̝

11

26

13

15

母
娘
で
一
緒
に
護
身
術（
講
師
＝
W
E
ウ

エ

N
‐
D
O
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
・
橋
本

ン

ド
ー

明
子
さ
ん
）̝
対

小
学
4
年
以
上
の
女
子

と
母
、
一
般
女
性
料̝

無
料
定̝

人
申̝

25

電
話
か
直
接
ス
ピ
カ
へ

※
当
日
は

動
き
や
す
い
服
装
で
参
加
を
。
託
児

あ
り（

月

日
ま
で
に
要
予
約
）。

11

15

【
D
V
防
止
セ
ミ
ナ
ー
～
悲
し
み
の
性

か
ら
豊
か
な
性
へ
～
】

時̝

月

日

時

分
～

時
場̝

ス

12

10

13

30

15

ピ
カ
内̝

講
師
＝
助
産
師
・
中
村
ま
り
子

さ
ん
料̝

無
料
定̝

人
申̝

電
話
か
直
接

50

ス
ピ
カ
へ

※
託
児
あ
り（

月

日

11

29

ま
で
に
要
予
約
）。

問̝

男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー「
ス

ピ
カ
」緯

・
3
8
2
8

23

ủ
΍
·
Μ
ͨ
۞
ָ
෦
Ứळ
ͷ
ແ
ྉ
ମ

ݧ
ɾ
ݟ
ֶ
ձ

市
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

「
や
ま
ん
た
倶
楽
部
」で
は
無
料
体
験
・

ク

ラ

ブ

見
学
会
を
実
施
し
て
い
ま
す

時̝

11

月
中
に
随
時
場̝

や
ま
ん
た
倶
楽
部
ハ

ウ
ス（
春
日
町
）、
北
・
柚
木
・
中
里
皆

瀬
・
清
水
地
区
公
民
館
内̝

ヨ
ガ
、
ソ
フ

ト
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、
太
極
拳
、
自
力
整

体
、
韓
国
語
な
ど
の
教
室
料̝

無
料
申̝

電
話
で
や
ま
ん
た
倶
楽
部
事
務
所
へ

※
連
絡
を
受
け
て
日
程
を
調
整
し
ま
す
。

問̝

や
ま
ん
た
倶
楽
部
事
務
所

緯

・
1
8
6
6

37

さ
せ
ぼ
競
輪
開
催
日
程

緯

・
4
7
9
7

31
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25

次

月

日
～

月
9
日
開
催
分

11

12

12

四
日
市
記
念
場
外

防
府
記
念
場
外

別
府
S
級
記
念
場
外

静
岡
記
念
場
外

本
場
開
催

競
輪
祭（
小
倉
）場
外

熊
本
S
級
場
外

・
・
・
日

12
13
14
15

・
・
・
日

17
18
19
20

・
・
日

22
23
24

・
・
日

25
26
27

・
・
日

28
29
30

月
1
・
2
・
3
・
4
日

12

7
・
8
・
9
日

太極拳教室の様子

県指定史跡岩下洞穴（松瀬町）


